
四半期報告書 

株式会社ＡＳＪ 

  

埼玉県川口市栄町三丁目２番16号 

（第31期第１四半期） 

自 平成25年４月１日 

至 平成25年６月30日 

2013/08/12 17:03:1413928962_第１四半期報告書_20130812170251



目       次 

  頁

表 紙  1

    

第一部 企業情報 ………………………………………………………………………………………………………………  2

第１ 企業の概況 ……………………………………………………………………………………………………………  2

１ 主要な経営指標等の推移 …………………………………………………………………………………………  2

２ 事業の内容 …………………………………………………………………………………………………………  2

第２ 事業の状況 ……………………………………………………………………………………………………………  3

１ 事業等のリスク ……………………………………………………………………………………………………  3

２ 経営上の重要な契約等 ……………………………………………………………………………………………  3

３ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析 …………………………………………………  3

第３ 提出会社の状況 ………………………………………………………………………………………………………  4

１ 株式等の状況 ………………………………………………………………………………………………………  4

(1）株式の総数等 ……………………………………………………………………………………………………  4

(2）新株予約権等の状況 ……………………………………………………………………………………………  4

(3）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等 …………………………………………………  4

(4）ライツプランの内容 ……………………………………………………………………………………………  4

(5）発行済株式総数、資本金等の推移 ……………………………………………………………………………  4

(6）大株主の状況 ……………………………………………………………………………………………………  4

(7）議決権の状況 ……………………………………………………………………………………………………  5

２ 役員の状況 …………………………………………………………………………………………………………  5

第４ 経理の状況 ……………………………………………………………………………………………………………  6

１ 四半期連結財務諸表 ………………………………………………………………………………………………  7

(1）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………  7

(2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………  9

四半期連結損益計算書 …………………………………………………………………………………………  9

四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………………………………………  10

２ その他 ………………………………………………………………………………………………………………  13

第二部 提出会社の保証会社等の情報 ………………………………………………………………………………………  14

    

［四半期レビュー報告書］  15

2013/08/12 17:03:1413928962_第１四半期報告書_20130812170251



【表紙】

【提出書類】 四半期報告書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成25年８月９日 

【四半期会計期間】 第31期第１四半期（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日） 

【会社名】 株式会社ＡＳＪ 

【英訳名】 ASJ INC. 

【代表者の役職氏名】 代表取締役会長兼社長  丸山 治昭 

【本店の所在の場所】 埼玉県川口市栄町三丁目２番16号 

【電話番号】 ０４８（２５９）５１１１ 

【事務連絡者氏名】 取締役 IR部長 仁井 健友 

【最寄りの連絡場所】 埼玉県川口市栄町三丁目２番16号 

【電話番号】 ０４８（２５９）５１１１ 

【事務連絡者氏名】 取締役 IR部長 仁井 健友 

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所 

（東京都中央区日本橋兜町２番１号） 

2013/08/12 17:03:1413928962_第１四半期報告書_20130812170251

- 1 -



 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につきましては記載しておりません。 

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。 
３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第30期 

第１四半期連結 
累計期間 

第31期 
第１四半期連結 

累計期間 
第30期 

会計期間 
自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成24年４月１日 
至平成25年３月31日 

売上高（千円）  330,164  338,411  1,332,719

経常利益（千円）  12,693  2,588  48,589

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（千円） 
 5,614  △1,651  23,966

四半期包括利益又は包括利益 

（千円） 
 5,022  △722  26,239

純資産額（千円）  2,215,384  2,196,868  2,236,600

総資産額（千円）  2,883,991  2,896,149  2,909,926

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）（円） 

 87.09  △25.63  371.73

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
 －  －  －

自己資本比率（％）  76.8  75.9  76.9

２【事業の内容】
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 当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

  

 当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において、当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。 

(1）業績の状況 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新政権が掲げた経済・金融政策に対する期待感により、円高

の是正や株式市場の復調など、景況感に回復の兆しが見えてきました。しかし、欧州の債務危機等の諸外国による

影響が懸念され、先行きが不透明な状況が続いております。 

このような状況の中、当社グループでは、今後の業容の拡大に向けて、商工会議所検定受付システムや、ペイメ

ントサービスの拡充に努め、契約件数を順調に増やしております。これらの販売促進活動を主軸として注力した結

果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高 千円（前年同期比 %増）となりました。 

利益面では、子会社において業務改善への取り組みによる一時的な費用を計上したこと等により、営業利益

千円（前年同期比 %減）、経常利益 千円（前年同期比 %減）、四半期純損失 千円となりま

した。 

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題 

  当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

(3）研究開発活動 

  当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、 千円であります。 

 なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 

(4) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し 

 ①経営成績に重要な影響を与える要因 

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループにおける経営成績に重要な影響を与える要因につきましては重

要な変更はありません。 

 ②経営戦略の現状と見通し 

当第１四半期連結累計期間におきましては、商工会議所検定受付システム及びペイメントサービスの契約獲得に注

力し、順調に契約件数を伸ばしております。今後におきましては、７月より営業本部を立ち上げ、社内の組織改編を

行う等、更なる業容拡大に取り組んでまいります。  

(5) 資本の財源及び資金の流動性についての分析 

 ①財政政策 

  当社グループは、当第１四半期連結会計期間末現在、現金預金残高が 千円、有利子負債が 千円と実

質無借金経営を継続しております。 

 ②財政状態の分析 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、主に自己株式の取得による現金及び預金の減少等により、前連結会計年

度末と比べ 千円減少し 千円となりました。負債につきましては、賞与引当金を 千円計上した

こと等により、前連結会計年度末と比べ 千円増加し 千円となりました。純資産につきましては、自己

株式の取得に加え、配当を実施したこと等から、前連結会計年度末に比べ 千円減少し 千円となりま

した。 

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

２【経営上の重要な契約等】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

338,411 2.5

2,573 79.6 2,588 79.6 1,651

3,670

815,875 350,000

13,777 2,896,149 17,340

25,955 699,280

39,732 2,196,868
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①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。  

 該当事項はありません。 

  

 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

  

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種 類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  264,000

計  264,000

種 類 
第１四半期会計期間末
現在発行数（株） 
（平成25年６月30日） 

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月９日） 

上場金融商品取引所名又は登録
認可金融商品取引業協会名 

内 容 

普通株式  72,535  72,535 東京証券取引所（マザーズ） 

当社は単元株制度

は採用しておりま

せん。 

計  72,535  72,535 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総
数増減数
（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額
（千円） 

資本金残高
（千円） 

資本準備金増
減額（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

平成25年４月１日～ 

平成25年６月30日 
 －  72,535  －  919,250  －  229,812

（６）【大株主の状況】
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 当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。 

①【発行済株式】 

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が7株含まれております。なお、「議決権の

数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数7個が含まれておりません。 

②【自己株式等】 

（注）当第１四半期会計期間末現在の自己株式数は9,013株であります。 

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありませんが、本書提出日現在

における役職の異動は次のとおりであります。 

  

役職の異動  

（７）【議決権の状況】

  平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式      8,063 － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式     64,472  64,465 － 

発行済株式総数          72,535 － － 

総株主の議決権 －  64,465 － 

  平成25年６月30日現在

所有者の氏名又は
名称 

所有者の住所 
自己名義所有 
株式数（株） 

他人名義所有 
株式数（株） 

所有株式数の 
合計（株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合 

（％） 

 株式会社ＡＳＪ 
埼玉県川口市栄町

三丁目２番16号 
 8,063 －  8,063  11.12

計 －  8,063 －  8,063  11.12

２【役員の状況】

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日 

専務取締役 営業本部長 専務取締役 管理本部長 青木 邦哲 平成25年７月１日 
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平

成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。 

第４【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 832,667 815,875

受取手形及び売掛金 24,870 25,881

有価証券 100,135 99,954

商品及び製品 22,595 21,238

仕掛品 275 2,683

原材料及び貯蔵品 6,059 5,643

その他 125,504 134,040

貸倒引当金 △25 △25

流動資産合計 1,112,082 1,105,292

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 607,978 605,114

土地 646,749 646,749

その他（純額） 29,385 27,864

有形固定資産合計 1,284,112 1,279,728

無形固定資産   

のれん 50,453 46,679

その他 327,377 328,645

無形固定資産合計 377,830 375,324

投資その他の資産 135,899 135,804

固定資産合計 1,797,843 1,790,856

資産合計 2,909,926 2,896,149
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 42,974 49,378

短期借入金 350,000 350,000

未払法人税等 12,608 5,589

賞与引当金 － 17,340

その他 261,573 270,921

流動負債合計 667,155 693,230

固定負債 6,169 6,050

負債合計 673,325 699,280

純資産の部   

株主資本   

資本金 919,250 919,250

資本剰余金 872,031 872,031

利益剰余金 825,630 811,084

自己株式 △377,149 △403,265

株主資本合計 2,239,762 2,199,101

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △34 8

為替換算調整勘定 △3,127 △2,241

その他の包括利益累計額合計 △3,161 △2,232

純資産合計 2,236,600 2,196,868

負債純資産合計 2,909,926 2,896,149
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

売上高 330,164 338,411

売上原価 167,737 176,774

売上総利益 162,427 161,637

販売費及び一般管理費 149,830 159,063

営業利益 12,596 2,573

営業外収益   

受取利息及び配当金 579 517

その他 328 279

営業外収益合計 908 796

営業外費用   

支払利息 615 574

自己株式取得費用 － 182

その他 195 23

営業外費用合計 810 780

経常利益 12,693 2,588

税金等調整前四半期純利益 12,693 2,588

法人税、住民税及び事業税 7,079 4,240

法人税等合計 7,079 4,240

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

5,614 △1,651

四半期純利益又は四半期純損失（△） 5,614 △1,651
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

5,614 △1,651

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △55 43

為替換算調整勘定 △536 885

その他の包括利益合計 △592 928

四半期包括利益 5,022 △722

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 5,022 △722

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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該当事項はありません。 

  

  

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

  

 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、のれんの償却額及び負の

のれんの償却額は、次のとおりであります。 

  

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日） 

配当金支払額 

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日） 

配当金支払額 

  

【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  
前第１四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成25年４月１日 
至 平成25年６月30日） 

減価償却費 千円 25,726 千円 28,869

のれんの償却額 千円 3,774 千円 3,774

負ののれんの償却額 千円 109 千円 109

（株主資本等関係）

（決議） 

株式の種類 
配当金の総額 

（千円） 

１株当たり 

配当額 

（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月22日 

定時株主総会 
普通株式  12,894  200  平成24年３月31日  平成24年６月25日 利益剰余金 

（決議） 

株式の種類 
配当金の総額 

（千円） 

１株当たり 

配当額 

（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年６月21日 

定時株主総会 
普通株式  12,894  200  平成25年３月31日  平成25年６月24日 利益剰余金 
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Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 ２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理営業部門に係る一般管理費であります。   

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 ２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理営業部門に係る一般管理費であります。  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  （単位：千円）

  ネットサービス事業 その他事業 合計 

売上高      

外部顧客への売上高  327,131  3,033  330,164

セグメント間の内部売上高又は振替高  －  1,004  1,004

計  327,131  4,037  331,168

セグメント利益  75,250  2,405  77,656

  （単位：千円）

利益 金額   

報告セグメント計 77,656

全社費用（注） △65,059

四半期連結損益計算書の営業利益 12,596

  （単位：千円）

  ネットサービス事業 その他事業 合計 

売上高      

外部顧客への売上高  335,378  3,033  338,411

セグメント間の内部売上高又は振替高  －  1,004  1,004

計  335,378  4,037  339,415

セグメント利益  64,758  2,522  67,281

  （単位：千円）

利益 金額   

報告セグメント計 67,281

全社費用（注） △64,707

四半期連結損益計算書の営業利益 2,573
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 １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  

（追加情報）  

平成19年11月に全国証券取引所が公表した「売買単位の集約に向けた行動計画」の趣旨を踏まえ、当社は平成25

年５月10日開催の取締役会決議及び平成25年６月21日開催の第30期定時株主総会における定款変更の承認可決によ

り、平成25年10月１日を効力発生日として、普通株式１株を100株に分割し、１単元の株式数を100株とする単元株

制度を採用します。 

なお、当該株式分割が前期首に行われたと仮定した場合の１株当たり情報はそれぞれ以下のとおりとなります。 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。 

  

  

 該当事項はありません。 

 該当事項はありません。 

（１株当たり情報）

  
前第１四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成25年４月１日 
至 平成25年６月30日） 

１株当たり四半期純利益金額又は 

１株当たり四半期純損失金額（△） 
円09銭 87 円 銭 △25 63

（算定上の基礎）     

四半期純利益金額又は 

四半期純損失金額（△）（千円） 
 5,614  △1,651

普通株主に帰属しない金額（千円）   －   －

普通株式に係る四半期純利益金額又は 

四半期純損失金額（△）（千円） 
 5,614  △1,651

普通株式の期中平均株式数（株）  64,472  64,440

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
至 平成24年６月30日)  

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
至 平成25年６月30日) 

１株当たり四半期純利益金額 銭 87 １株当たり四半期純損失金額 銭 △25

（重要な後発事象）

２【その他】
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該当事項はありません。 

第二部【提出会社の保証会社等の情報】

2013/08/12 17:03:1413928962_第１四半期報告書_20130812170251

- 14 -



当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＡＳＪ

の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成25

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビ

ューを行った。 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

監査人の責任 

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。 

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

監査人の結論 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＡＳＪ及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。 

利害関係 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。  

以 上 

  

  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成25年８月９日

株式会社ＡＳＪ 

取締役会 御中 

新日本有限責任監査法人 

  
指定有限責任社員
業務執行社員 

  公認会計士 川口 宗夫  印 

  
指定有限責任社員
業務執行社員 

  公認会計士 大和 哲夫  印 

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が

別途保管しております。 

    ２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 
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